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2011 年 3 月 11 日、東北地方を巨大な地震と想像を絶する津波が襲い、福島
原発が爆発した。未だに多くの方々が安心して日常生活に戻ることができない
でいる。本書は、岩手、仙台、福島の女性センター、男女共生センターや新潟
県中越地震の際の女性たちの取り組みを聞き取る中で、震災をジェンダーの視
点で考察したものである。震災後の労働の場や避難所などでの女性や社会的弱
者の困難がすでに数多く報告されている。しかし、それらは震災があったから
ではなく、それまで潜在的に存在していた、あるいはすでに顕在化していた問
題である。男性優位社会、女性差別社会の中で震災を契機として一気に浮上し、
女性たちは災害からの避難だけではなく、直接間接の暴力からの避難を余儀な
くされたのである。 
しかし、一方で困難に抗して様々な女性たちのつながりの中で知恵も蓄積さ
れてきた。困難な状況に向き合い解決に向けて女性たちは支えあい、シスター
フッドをいかんなく発揮している。女性たちや弱者が安心して過ごせる方策を
工夫したり、女性専用スペースを作ることも取り組まれた。女性たち自身が記
録を書く重要性とその意味を中越地震の中で長岡の女性たちが書き残してくれ
た。その中で不可視化され、無きものとされてきた女たちの「声」が聞きとら
れていった。 
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第 1章に「女性の社会経済的に地位が低い国ほど女性が男性より（女性はよ
り若い年齢で）亡くなる。」（p.1）とある。2013年 10月 25日、世界経済フ
ォーラム（World Economic Forum, WEF）は「The Global Gender Gap Report 
2013」を発表。日本の男女平等（ジェンダー・ギャップ）指数は 136カ国中
105位で下位に位置していることは言うまでもないが前年より下降している。
この震災からの復興において、また近い将来他の地域での地震に備えて、日ご
ろからの男女平等の実現が欠かせないということを痛感する。 
 
目次を示す。ジェンダー研究所に参加するメンバーの力作である。 
 
第 1章 災害・復興と男女共同参画 ―女性が主体となっていくこと 
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